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長崎市における1998年5月の赤痢集団発生に関する疫学調査
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目的　1998（平成10）年5月，長崎市内の同一キャンパス内にある某大学および同附属高校の学

生・生徒に集団赤痢が発生し，患者数は821人に達した。これらの患者の糞便からソンネ赤

痢菌が検出され，長崎市保健所は汚染された学内専用簡易水道水（以下は学校水道水と略す）

が原因と断定した。本研究の目的は当該学園の学生・生徒に対して行った質問紙調査をもと

に，本集団赤痢の疫学的特性を明らかにし，今後の予防対策に資することである。

方法　1998年6月，上記学園の全学生・生徒2,863人を対象として質問紙調査を行った。質問項

目は性，年齢，所属，学年，住居の種類，トイレの種類，赤痢集団発生前の学校水道水の摂

取状況，主な食事の場所，普段の飲み物の種類，手洗いの実施状況，症状出現の有無とその

内容，症状初発日，症状消失日，検便を受けたかどうか，赤痢菌の検出の有無などである。

全対象者の78.1％に当たる2,237人から有効回答を得た。潜伏期間に対数正規分布を仮定し

た最尤推定法により曝露日を推定した。また，症状出現に関連する要因を多重ロジスティッ

ク回帰分析によって解析した。

結果　推定された曝露日は1998年5月8日（95％信頼区間7.2-8.5）であった。潜伏期間の幾何

平均値は6.2日であった。下痢，発熱，腹痛などの症状出現に独立かつ有意に関連していた

項目は，「大学生または大学院生」，「学生寮に居住」，「主な昼食の場所が学内」であった。

また，「学校水道水の摂取頻度」と症状出現頻度との間に有意な量・反応関係が認められた

(P＜0.01)。一方，「休憩時間に飲む物の種類」，「クラブ活動時に飲む物の種類」，「手洗い

の状況」および「トイレの種類」は，いずれも症状出現頻度と関連していなかった。

結論　本調査の結果は，今回の集団赤痢発生が学校水道水を介した水系感染であることを支持す

ると考えられた。井戸水を使用しての簡易水道を設置している学校その他の施設においては

飲水の安全性について格別の注意・点検が必要である。
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